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　アルフォンス・マリア・ミュシャ（Alphonse Maria Mucha, 1860-1939）が19世紀末にパリで制作し

たポスターは当時から人気を博し、高く評価されてきた。とりわけ最初に制作したポスター《ジスモン

ダ》（図１）は、女優サラ・ベルナール（Sarah Bernhardt, 1844-1923）が主役を務めた戯曲『ジスモン

ダGismonda』の再演を宣伝するもので、本作によってミュシャの名は広まった。このポスターはアテ

ネ公国の公妃ジスモンダに扮するベルナールを画面の中央に、上下に戯曲名や劇場名を配置したもので、

背景や衣装の装飾には当時流行したアール・ヌーヴォー様式との関連性が見出せる。これを気に入った

ベルナールは、ミュシャと６年間の専属契約を結び、彼女が主役を務める演劇のポスター全てをミュ

シャに依頼するようになった。中でも《ジスモンダ》はミュシャとベルナールのどちらにとっても重要

な作品として認められている。修士論文ではこの《ジ

スモンダ》を中心に、これまで着目されてこなかった

本作以前の作品や着想源となった作品との関連性から、

ミュシャ独自の表現について考察した。

　第１章では、ミュシャの画業を概観し、彼の芸術に

対する思想について把握した。ミュシャは当時のオー

ストリア＝ハンガリー二重帝国領イヴァンチツェに生

まれ、ウィーンやミュンヘンで修業を積んだ後、パリ

のアカデミーで油彩画やデッサンの技法を学ぶ。しか

し、パトロンからの資金援助が突然途絶えてしまい、

自身で生計を立てる必要に迫られたため、挿絵画家と

して働くようになる。いくつかの印刷会社から挿絵の

注文を受け、それらが高く評価されるようになったこ

とが《ジスモンダ》の依頼に繋がった。

　《ジスモンダ》以降、ミュシャは演劇ポスターのみ

ならず様々な商品や興業のためのポスターを手がけた

が、次第に歴史画家への憧れと愛国主義思想が強まっ

た。そこで祖国チェコとスラヴ民族のために歴史画

《スラヴ叙事詩》を制作することを決意し、1904年に

パリを離れた。ミュシャがポスター画家としてパリで

活動した期間は10年にも満たなかったが、ポスターも

《スラヴ叙事詩》も「芸術は万人のためにあるべき」

という彼の思想に合致する芸術であったと考えられる。

アルフォンス・ミュシャ作《ジスモンダ》研究

河　合　莉　沙

図１　《ジスモンダ》1895年　リトグラフ・紙　
217.7×74.9cm　堺市　画像出典：Jack Rennert, 
Alain Weill, Alphonse Mucha: The Complete 
Posters and Panels, Boston, G.K.Hall, 1984.
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　第２章では、ミュシャが《ジスモンダ》の依頼を受けた1894年、パリではポスターも演劇も流行の最

盛期を迎えていたことに着目し、その背景について考察した。19世紀、ポスターは多くの新たな情報を

伝達し、消費行動を人びとに促すメディアとして需要が高まっていた。中でもジュール・シェレは、多

色刷りの技法をポスターに応用することで、遠くからでも目立ち、人の視線を引きつける色彩を使用可

能とし、ポスター表現の多様化に大きく貢献した。彼の人気ぶりは1880年代前半の時点ですでにうかが

うことができ、1880年代半ば頃には、ポスターは単なる広告の媒体としてだけではなく、誰もが鑑賞で

きる芸術作品として親しまれるようになった。シェレ以降、多数の画家たちがポスターの制作に取り組

み、斬新な構図や華麗な色彩で人々を魅了する。ミュシャは、このような流行の全盛期に初めてポスター

を制作した。

　1893年、ルネサンス座の経営主となったベルナールは積極的に新作を上演したが、ほとんどが赤字で

あった。『ジスモンダ』の初演は1894年10月末から12月20日まで行われ、アテネ公国の古代と中世の混

在する世界観を、華やかで壮大な演出によって観客にわかりやすく表現したことで、新作としては珍し

く集客に成功した。この成功を受けて、彼女は翌年１月４日から『ジスモンダ』を再演するに際し、ポ

スターをミュシャに依頼した。これまでポスターを制作した経験のない画家を起用した理由として、

1890年の『舞台衣装』誌と1894年の『ル・ゴロワ』別冊『ジスモンダ』特集号において、ミュシャがベ

ルナールを描いてきた経験を有していたことが大きく関連していると考えられる。

　第３章では、ベルナールが登場する作品を取り上げ、彼女が作り出してきた、あるいは作り出されて

きたイメージについて考察した。ベルナールは若い頃からフェリックス・ナダールに肖像写真を、また

彼の息子ポールにはブロマイド用の写真を依頼した。彼女にとって、写真は自らの容姿や舞台衣装の理

想的な見せ方を追求し、入念に作り上げたイメージを簡単に普及させることのできるメディアであった

と考えられる。油彩による肖像画も多数残されているが、ジョルジュ・クレランをはじめとする画家た

ちは女優としての姿だけでなく、自宅での様子や休暇中の姿も描いており、公私共にベルナールに寄り

添うことで彼女の求める理想的な姿を創出した。

　一方で、ベルナールは数多くの風刺画にも描かれており、とりわけ彼女がユダヤ系の血を引く家系で

あることは風刺画の格好の画題となった。しかし、彼女はあえて出自を隠さず、むしろ異国的なイメー

ジとして上手く利用することで、注目を集める存在であり続けた。つまり、風刺画に描かれたイメージ

さえも、彼女によって作り出されたものであるといえる。

　《ジスモンダ》がミュシャに依頼された詳細な経緯は未だに明らかになっていない。だが近年、1897

年３月号『マガザン・ピトレスク』誌のガストン・セルフベルによる説が真実に近いと見なされており、

そこにはベルナールは何人かの画家の習作の中からミュシャのものを選んだと記されている。その説に

従うと、プラハ国立美術館が所蔵する《ジスモンダ》の習作（図２）は、ベルナールの選んだデザイン

と一致する可能性がある。実際、この習作における人物のポーズ、白い背景、そして構図の大部分は《ジ

スモンダ》でも採用されている。とくに影の入れ方や、枠あるいは床からベルナールの衣装がはみ出て

いるかのような表現から鑑賞者を絵画空間に引き込み、彼女に視線を集める工夫は、ポスターでも確認

できる。本稿ではこれらの考察を通し、《ジスモンダ》はルネサンス座での再演を宣伝する役割を超え、

ベルナール自身を表すイメージとして普及し、彼女の新たな肖像画となったことを指摘した。

　《ジスモンダ》以降、ミュシャはベルナールが主役を務める演劇ポスター６点を制作するが、全てに

《ジスモンダ》で確立された構図、つまり画面中央にベルナール、上下に文字を配置する構図が引き継
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がれている。戯曲の内容に応じて、様々な装飾を用

いながらも、《ジスモンダ》と同様にベルナールを

強調する工夫がどの作品でも見出せることをここで

は検証した。

　第４章では、《ジスモンダ》の図像の着想源につ

いて検討した。戯曲『ジスモンダ』の古典古代と中

世の混在する世界観が、《ジスモンダ》に示されて

いることを指摘した上で、ベルナール像の着想源と

して、古代彫刻、とりわけ権力者のイメージを示す

にふさわしいアルカイック時代の彫刻を挙げた。

ミュシャはベルナールを、彼女が演じるアテネ公国

の公妃ジスモンダのイメージと重ねることで、揺ぎ

ない地位を確立した女優サラ・ベルナールを描き出

している可能性がある。

　同時代のメディアにおいて、ミュシャのポスター

はシェレやウジェーヌ・グラッセの作品と度々比較

された。そうした中、ミュシャは、とりわけ早くか

ら人気を得ていたシェレや、画面全体の装飾性を特

徴とする画家として評価されていたグラッセのポス

ターとの差別化を強く意識していたと考えられる。

また《ジスモンダ》には、当時流行していた象徴主

義や日本美術の影響もみられ、同時代性の強い作品

であることを指摘した。

　ミュシャはその後ベルナールが出演していない演劇ポスターの依頼も受けるようになるが、その多く

においても《ジスモンダ》でみられたような縦長の画面の中央に主人公の全身像を配置する構図を採用

している。また、チェコ帰国後に制作された《ヒヤシンス姫》は、《ジスモンダ》と同様に権力者の肖

像画を意識している可能性が考えられた。

　ミュシャの商業ポスターにも《ジスモンダ》を継承する構図やモティーフがみられ、とくに円のモ

ティーフは繰り返し用いられた。それは多くの場合、人物の後ろに配されているため、聖性を付与する

ニンブスの役割を担っていると考えられるが、ミュシャは《ジスモンダ》を制作する以前の作品からす

でに円のモティーフを採用しており、構図に安定をもたらす要素として機能していることを指摘した。

　また、晩年の連作《スラヴ叙事詩》には、《ジスモンダ》ですでに試みていた鑑賞者を画面に引き込

む効果が随所にみられた。とりわけ《東ローマ皇帝として戴冠するセルビア皇帝ステファン・ドゥシャ

ン》（図３）は、戯曲『ジスモンダ』の第４幕第２場、聖堂に向かう場面に着想を得て制作された可能

性を指摘した。ミュシャがパリでベルナールと出会い、『ジスモンダ』のためにポスターを制作した経

験は、このように、彼が晩年に生涯の中でもっとも力を注いで制作した《スラヴ叙事詩》にも確実に反

映されていると考えられるのである。

　以上の考察を踏まえると、《ジスモンダ》にみられるミュシャの独自性は、ベルナールの演じる役の

図２　《ジスモンダ》（習作）1894年　油彩、テンペ
ラ・カンヴァス　198×67cm　プラハ国立美術館　
画像出典：白田由樹『サラ・ベルナール：メディア
と虚構のミューズ』大阪公立大学共同出版会、2009年。



602

イメージをたくみに利用し、彼女自身の存在感の大きさや品位の高さを強調する中で生み出されたもの

と指摘できる。ミュシャが《ジスモンダ》の依頼を受けた1894年、彼女は50歳であり、世界各地で人気

を得ていた。そのような世界的大女優としてのベルナール像をミュシャはポスターにおいてみごとに表

現したため、彼女から高評価を得ると同時に、その独自の表現により、ポスター画家としての名を一気

に広めた。他の画家にはないミュシャが生み出した独特の作風は、ポスターの流行の全盛期であっても、

新たな様式として注目を集め評価されたと考えられる。《ジスモンダ》はベルナールにとってだけでなく、

ミュシャの画業においても、もっとも重要な記念碑的作品として位置付けられる。

図３　《東ローマ皇帝として戴冠するセルビア皇帝ステファン・ドゥシャン：スラヴ法典》1923年　405×480cm　
テンペラ、油彩・カンヴァス　プラハ市立美術館　画像出典：ヴラスタ・チハーコヴァー（編）、蜷川順子（監訳）
『〈スラヴ叙事詩〉通鑑』関西大学、2015年。
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本
修
士
論
文
は
第
一
〜
三
章
、
結
語
で
構
成
す
る
。

第
一
章

　

ほ
と
け
の
姿
を
像
と
し
て
表
す
と
き
、
そ
の
身
体
的
特
徴
は
経
論
の
記
述
に
従
う
こ

と
が
基
本
で
あ
り
、
如
来
の
場
合
は
悟
り
を
得
た
証
と
し
て
『
大
智
度
論
』
な
ど
に
記

さ
れ
た
三
十
二
相
八
十
種
好
を
具
え
る
。
中
で
も
、
三
十
二
相
の
う
ち
の
肉
髻
相
は
、

如
来
の
頭
頂
部
が
隆
起
す
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
、
ま
た
八
十
種
好
の
う
ち
の
無
見

頂
相
は
、
如
来
の
頭
頂
部
の
功
徳
を
う
た
う
も
の
で
あ
る
。
仏
身
に
お
い
て
ひ
と
き
わ

目
立
つ
存
在
で
あ
る
肉
髻
は
、
如
来
像
を
象
徴
す
る
相
好
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　

如
来
像
の
中
に
は
肉
髻
正
面
の
下
部
、
も
し
く
は
肉
髻
と
地
髪
部
の
境
界
線
上
に
一

つ
の
珠
を
具
え
る
も
の
が
あ
り
、
広
く
「
肉
髻
珠
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
赤
色
で
賦
彩

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
観
相
品
で
肉
髻
相
の
特
徴
を
説
く
う
ち
に

「
若
見
薄
皮
則
為
紅
色
」
と
あ
る
こ
と
が
そ
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
が
、
肉
髻
珠
は
三

十
二
相
八
十
種
好
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
質
を
示
す
特
相
で
あ

る
の
か
を
明
確
に
定
義
す
る
経
論
は
、
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
肉
髻
珠
を
具
え
る
如
来
像
の
存
在
は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
広
汎
な
地
域
・
時

代
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
肉
髻
珠
が
経
論
に
よ
る
典
拠
が
な
く
と
も
如
来
像
の

特
相
と
し
て
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
同
様
の
特
相
は
他
に
は
無

い
。

　

本
修
士
論
文
は
、
肉
髻
珠
と
い
う
特
異
な
相
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
展
開
し
て

い
っ
た
の
か
を
論
じ
、
特
に
肉
髻
珠
に
付
随
す
る
雲
気
や
光
明
の
表
現
に
着
目
す
る
こ

と
で
、
教
義
と
の
関
連
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
章

　

ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
初
期
の
如
来
像
は
、
ウ
ェ
ー
ブ
の
か
か
っ
た
長
髪
を
紐
で
結

う
こ
と
で
髻
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
肉
髻
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
紐
に
一
つ
の
珠
を

通
し
、
肉
髻
下
部
の
正
面
に
こ
の
珠
を
据
え
る
作
例
が
少
な
く
な
い
。
珠
の
あ
る
位
置

は
ま
さ
に
、
後
世
に
な
っ
て
肉
髻
珠
が
表
さ
れ
る
位
置
と
合
致
し
て
い
る
。
珠
は
ど
の

像
で
も
、
一
つ
だ
け
具
え
ら
れ
る
。

　
『
妙
法
蓮
華
経
』（
以
下
『
法
華
経
』
と
表
記
）
安
楽
行
品
に
は
、
転
輪
聖
王
が
髻
に

具
え
る
珠
を
『
法
華
経
』
の
教
え
に
準
え
て
こ
の
教
え
が
い
か
に
得
難
い
も
の
で
あ
る

か
を
説
く
、
髻
珠
喩
と
呼
ば
れ
る
場
面
が
あ
る
。
転
輪
聖
王
は
如
来
と
同
様
に
三
十
二

相
八
十
種
好
を
具
え
る
た
め
、
両
者
の
身
体
的
特
徴
は
共
通
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

如
来
の
髻
を
結
う
紐
に
珠
を
通
す
こ
と
は
、
如
来
が
荘
厳
具
を
身
に
着
け
な
い
と
す
る

造
像
上
の
原
則
に
従
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
転
輪
聖
王
の
髻
の
珠
が
王
者

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
な
ら
ば
、
転
輪
聖
王
と
身
体
的
特
徴
を
同
一
に
す
る
如
来
が
髻
に

具
え
る
珠
は
、
荘
厳
具
で
は
な
く
最
勝
性
を
示
す
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』、『
法
華
経
』
な
ど
に
は
肉
髻
が
光
明
を
放
つ
と
す
る

記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
西
域
地
方
で
は
如
来
像
の
肉
髻
に
孔
を
穿
つ
作
例
が
多
数
報
告

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
穴
に
宝
石
を
嵌
め
る
な
ど
し
て
放
光
を
表
現
し
て
い
た
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
村
上
東
俊
「
頂
中
光
明
と
肉
髻
相
に
つ
い
て
」
二
〇
一
四
年
）。

日
本
の
作
例
で
は
東
大
寺
法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
立
像
の
宝
冠
に
火
焔
と
光
明
の
表
現

如
来
像
の
肉
髻
珠
に
関
す
る
研
究

│
│
放
光
の
表
現
に
着
目
し
て
│
│

熊
　
谷
　
麻
　
美
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を
伴
う
水
晶
製
の
宝
珠
が
安
置
さ
れ
て
お
り
（
川
瀬
由
照
「
東
大
寺
法
華
堂
不
空
羂
索

観
音
像
の
宝
冠
に
関
す
る
一
考
察
」
二
〇
一
三
年
）、
肉
髻
と
光
明
、
肉
髻
と
珠
（
貴
石
）

を
結
び
つ
け
て
考
え
る
意
識
が
の
ち
に
肉
髻
珠
と
い
う
特
相
に
結
実
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

肉
髻
珠
が
如
来
の
身
体
の
一
部
で
あ
る
特
相
と
し
て
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

敦
煌
莫
高
窟
に
お
い
て
は
初
唐
期
で
あ
る
。
第
二
二
〇
窟
北
壁
に
描
か
れ
た
七
体
の
薬

師
如
来
像
の
う
ち
の
二
体
は
小
さ
な
肉
髻
珠
を
具
え
て
お
り
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
如
来
像

の
肉
髻
部
に
見
ら
れ
た
珠
と
紐
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
あ
た
か
も
紐
だ
け
が
消
失
し
た

か
の
よ
う
だ
。
同
時
期
の
作
例
と
し
て
、
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
石
窟
の
南
東
に
位
置
す
る
カ

ク
ラ
ク
遺
跡
第
四
三
窟
の
千
仏
図
の
う
ち
の
二
体
の
如
来
像
、
日
本
に
お
い
て
は
法
隆

寺
献
納
宝
物
の
金
銅
小
幡
に
彫
ら
れ
た
如
来
像
に
も
肉
髻
珠
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

敦
煌
莫
高
窟
の
作
例
に
注
目
す
る
と
、
盛
唐
期
以
降
、
肉
髻
珠
か
ら
雲
気
を
放
つ
如

来
像
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
第
三
八
七
窟
東
壁
門
上
の
弥
勒
如
来
説
法
図
で
は
、

中
尊
の
肉
髻
の
最
頂
部
か
ら
三
本
の
糸
の
よ
う
な
筋
が
揺
ら
め
き
な
が
ら
立
ち
昇
り
、

さ
ら
に
肉
髻
珠
か
ら
は
画
面
の
端
に
向
か
っ
て
一
筋
ず
つ
雲
気
が
放
た
れ
る
。
雲
気
は

左
右
対
称
の
軌
道
を
描
き
な
が
ら
天
蓋
の
高
さ
に
ま
で
至
り
、
雲
頭
に
は
化
仏
が
一
体

ず
つ
乗
じ
る
。
仏
教
美
術
に
お
い
て
雲
気
は
、
聖
な
る
も
の
が
出
現
・
飛
翔
・
移
動
す

る
さ
ま
や
、
霊
気
・
放
光
・
光
明
な
ど
神
聖
な
現
象
が
画
中
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
こ
と
が
あ
る
。
敦
煌
莫
高
窟
に
お
い
て
変
相
図
中
に
雲
気
が
立
ち
込
め
る
表
現
そ

の
も
の
は
初
唐
期
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
起
点
が
肉
髻
も
し
く
は
肉
髻
珠
と

な
る
の
は
盛
唐
期
に
至
っ
て
か
ら
認
め
ら
れ
る
表
現
だ
。
な
お
同
様
の
図
像
は
、
東
大

寺
の
廬
舎
那
仏
坐
像
蓮
弁
の
線
刻
画
に
も
見
ら
れ
る
。

　

中
唐
期
か
ら
は
雲
気
に
代
わ
っ
て
、
リ
ボ
ン
を
宙
に
放
っ
た
か
の
よ
う
な
、
自
由
な

軌
道
を
特
徴
と
す
る
光
明
の
表
現
（
リ
ボ
ン
状
の
光
明
）
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
形
状
は
雲
気
を
継
承
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
雲
気
が
示
す
い
く
つ
か
の
現
象

の
中
で
も
、
と
く
に
放
光
す
る
さ
ま
を
、
よ
り
強
調
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
唐
〜
晩
唐
期
の
作
例
で
あ
る
四
川
・
夾
江
千
仏
岩
第
一
一
五
龕
の
西
方
浄
土
変
相
図

で
は
、
中
尊
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
肉
髻
か
ら
左
右
に
一
条
ず
つ
リ
ボ
ン
状
の
光
明
を

放
つ
。
光
明
は
穏
や
か
に
屈
曲
し
な
が
ら
中
尊
を
軸
と
す
る
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
軌
道
を

描
い
て
立
ち
上
り
、
環
を
描
き
な
が
ら
立
ち
昇
る
。
環
の
中
に
は
六
体
の
化
坐
仏
が
表

さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

　

リ
ボ
ン
状
の
光
明
を
肉
髻
珠
か
ら
放
つ
表
現
は
薬
師
如
来
像
、
弥
勒
如
来
像
な
ど
に

も
用
い
ら
れ
る
が
、
特
に
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
記
号
と
し
て
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
夾
江
千
仏
岩
第
七
二
龕
で
は
四
体
の
如
来
坐
像
が
並
列
す
る
が
、
持

物
や
坐
勢
の
差
異
に
よ
っ
て
如
来
の
種
別
を
明
確
に
さ
せ
て
い
る
。
力
端
定
印
を
結
ぶ

た
め
に
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
と
比
定
さ
れ
る
像
は
、
四
体
の
像
の
中
で
唯
一
、
頭
部
か

ら
リ
ボ
ン
状
の
光
明
を
放
っ
て
い
る
。

　

ほ
と
け
の
身
体
が
放
つ
光
明
と
し
て
は
頭
光
や
身
光
、
白
毫
光
を
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
円
形
や
楕
円
形
、
直
線
と
い
う
規
則
的
な
形
状
で
表
さ
れ
る
。
自
由
な
曲
線

が
用
い
ら
れ
る
リ
ボ
ン
状
の
光
明
表
現
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
り
、
肉
髻
珠
が
放
つ
光

明
と
ほ
か
の
部
位
が
放
つ
光
明
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章
・
結
　
語

　

肉
髻
と
光
明
の
関
係
を
説
く
経
典
を
参
照
す
る
と
、
肉
髻
が
光
明
を
取
り
入
れ
る
と

す
る
も
の
と
、
肉
髻
が
光
明
を
放
つ
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
前
者
の
用
例
は
後
者
の
用

例
よ
り
多
く
見
ら
れ
る
が
、
密
教
経
典
に
お
い
て
仏
頂
を
尊
格
化
し
そ
の
功
徳
を
説
く

仏
頂
系
経
軌
で
は
、
如
来
が
仏
頂
か
ら
光
明
を
放
つ
と
い
う
記
述
を
、
如
来
が
陀
羅
尼

を
説
く
な
ど
経
軌
の
重
要
な
場
面
が
展
開
さ
れ
る
直
前
に
お
く
こ
と
が
多
く
（
佐
々
木

大
樹
「
仏
頂
肉
髻
の
研
究
│
仏
頂
系
経
軌
中
に
見
ら
れ
る
三
十
二
相
・
肉
髻
の
表
現
を

中
心
に
│
」
二
〇
〇
六
年
）
注
目
に
値
す
る
。

　

仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
は
唐
代
に
大
い
に
流
行
し
、
罪
障
の
消
滅
や
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病
気
の
平
癒
な
ど
を
祈
る
た
め
経
幡
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
、
ま
た
敦
煌
で
は
多
数
の
写

本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
敦
煌
莫
高
窟
第
二
一
七
窟
南
壁
に
描
か
れ
て
い
る
変
相
図
は

長
ら
く
法
華
経
変
相
図
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』

を
図
像
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
下
野
玲
子
『
敦
煌
仏
頂

尊
勝
陀
羅
尼
経
変
相
図
の
研
究
』
二
〇
一
七
年
）。

　

こ
の
経
典
に
は
如
来
が
陀
羅
尼
を
説
く
前
に
「
此
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
、
猶
如
日
蔵
摩

尼
之
宝
。
浄
無
瑕
穢
浄
等
、
虚
空
光
焔
照
徹
無
不
周
遍
。」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻

十
九
、
三
五
一
頁
上
中
）
と
、
陀
羅
尼
を
「
日
蔵
摩
尼
」
と
た
と
え
る
一
節
が
あ
り
、

こ
れ
が
肉
髻
珠
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。「
日
蔵

摩
尼
」
の
語
は
『
華
厳
経
』
や
『
大
宝
積
経
』
な
ど
一
部
の
経
典
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、

広
く
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
経
に
特
徴
的
な
語
で
あ
る
と
言
え
る
。「
日
蔵
摩

尼
」
を
文
字
通
り
、
太
陽
の
性
質
を
備
え
た
摩
尼
宝
珠
で
あ
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
如
来

が
肉
髻
か
ら
太
陽
の
よ
う
に
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伴
う
光
明
を
放
つ
さ
ま
を
想
像
で

き
よ
う
。
古
来
よ
り
太
陽
は
赤
色
で
示
す
慣
例
が
あ
る
が
、
肉
髻
珠
が
赤
色
で
賦
彩
さ

れ
る
作
例
が
多
い
理
由
も
「
日
蔵
摩
尼
」
の
語
か
ら
導
き
出
せ
る
。

　

つ
ま
り
肉
髻
珠
の
造
形
は
、
転
輪
聖
王
も
具
え
る
と
い
う
髻
の
珠
と
い
う
モ
チ
ー
フ

が
光
明
の
性
質
と
結
び
つ
い
て
如
来
像
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
ち
に
、
仏
頂

の
最
勝
性
を
う
た
う
経
軌
に
よ
り
そ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
罪
障
の
消
滅
や
病
気
の
平

癒
な
ど
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
陀
羅
尼
を
象
徴
す
る
特
相
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。
肉
髻

や
肉
髻
珠
か
ら
放
た
れ
る
雲
気
や
リ
ボ
ン
状
の
光
明
に
は
、
肉
髻
が
具
え
る
特
別
な
功

徳
を
視
覚
化
す
る
役
割
が
あ
っ
た
。
な
お
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
は
特
定
の
尊
格
と

は
結
び
つ
か
な
い
経
典
で
は
あ
る
が
阿
弥
陀
如
来
の
信
仰
に
関
わ
り
が
あ
る
た
め
に

（
下
野
、
二
〇
一
七
年
）、
肉
髻
か
ら
リ
ボ
ン
状
の
光
明
を
放
つ
こ
と
に
よ
っ
て
像
が
阿

弥
陀
如
来
で
あ
る
こ
と
を
示
す
作
例
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
で
、
従
来
肉
髻
珠
の
根
拠
と
み
な
さ
れ
て
き
た
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
も
肉
髻

と
光
明
の
密
接
な
連
関
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
観
仏
密
行
品
に
は
「
爾
時
世
尊
即
入

頂
三
昧
海
、
令
仏
頂
上
肉
髻
之
中
一
一
毛
孔
踊
出
琉
璃
光
。
其
光
如
水
蠡
文
右
旋
、
遍

満
十
方
無
数
世
界
。﹇
中
略
﹈
如
是
華
上
一
一
鬚
間
、
有
無
量
阿
僧
祇
百
千
万
億
恒
河

沙
化
仏
。
一
一
化
仏
頂
肉
髻
相
、
流
出
衆
光
亦
復
如
是
。」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻

十
五
、
六
九
六
頁
下
）
と
あ
る
。「
水
蠡
」
と
は
法
螺
貝
の
こ
と
で
、
光
明
が
旋
回
す

る
さ
ま
が
法
螺
貝
の
形
状
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。
肉
髻
珠
か
ら
化
仏
を
伴
っ
て
放
た

れ
る
リ
ボ
ン
状
の
光
明
の
軌
道
が
環
を
描
く
こ
と
が
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
経
論
の
記

述
が
影
響
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
肉
髻
珠
の
典
拠
と
さ
れ
て
き
た
「
若
見
薄
皮
則
為
紅
色
」
の
後
に
は
「
或

見
厚
皮
則
金
剛
色
」
と
続
く
。「
薄
皮
」
が
皮
膚
の
真
皮
を
、
厚
皮
が
こ
れ
を
覆
う
表

皮
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
論
じ
て
き
た
肉
髻
珠
よ
り
は
む
し
ろ
、
梁
楷
筆

《
出
山
釈
迦
図
》（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
の
よ
う
に
、
頭
頂
部
の
隆
起
し
た
部
位
に

螺
髪
を
表
さ
ず
、
赤
色
で
賦
彩
し
た
皮
膚
を
露
呈
さ
せ
る
表
現
に
影
響
を
与
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
も
『
観
仏
三
昧
海
経
』
も
、
特
定
の
尊
格
と
結
び
つ
か
ず

と
も
造
形
に
影
響
を
与
え
て
き
た
経
典
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
仏
教
学
の
面
か
ら
も
、
仏

教
美
術
史
学
の
面
か
ら
も
近
年
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ら
れ
る
機
会
の
多
い
経
典
だ
。
タ
イ

の
如
来
像
に
お
け
る
ラ
ッ
サ
ミ
ー
や
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
シ
ラ
ス
パ
タ
な
ど
に
も
注

目
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
仏
教
美
術
に
お
け
る
「
肉
髻
」
や
「
珠
」
の
モ
チ
ー
フ
の
重

要
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

　

海
北
友
松
（
一
五
三
三
〜
一
六
一
五
）
は
、
建
仁
寺
大
方
丈
障
壁
画
に
代
表
さ
れ
る

力
強
く
闊
達
な
筆
致
と
活
潤
な
水
墨
表
現
を
得
意
と
し
、
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師

で
あ
る
。
同
時
代
で
有
名
な
狩
野
永
徳
（
一
五
四
三
〜
九
〇
）
や
長
谷
川
等
伯
（
一
五

三
九
〜
一
六
一
〇
）
に
対
し
て
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
六
〇
歳

以
降
に
限
ら
れ
る
友
松
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
六
〇
歳
以

前
の
友
松
に
つ
い
て
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
狩
野
永
納
が
著
わ
し
た
画
人
伝
で

あ
る
『
本
朝
画
史
』
に
は
、
友
松
が
永
徳
に
師
事
し
、
時
に
は
永
徳
の
仕
事
を
手
伝
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
注
目
し
た
武
田
恒
夫
氏
は
、
友
松
の
初
期
作
品
が

筆
者
不
明
の
狩
野
派
作
品
の
中
に
紛
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二

〇
一
七
年
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
『
海
北
友
松
』
展
で
は
、
武
田
氏
の
指

摘
さ
れ
た
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
「
琴
棋
書
画
図
屛
風
」、
個
人
蔵
「
山
水
図
屛
風
」
に
加
え
、

数
点
の
作
品
が
友
松
の
初
期
作
品
と
指
摘
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
石
庭
で
知
ら
れ
る
龍

安
寺
に
嵌
め
ら
れ
て
い
た
障
壁
画
（
以
下
「
旧
龍
安
寺
方
丈
障
壁
画
」）
を
取
り
上
げ
、

本
作
が
現
時
点
で
友
松
最
初
期
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

一
、
旧
龍
安
寺
方
丈
障
壁
画
の
概
要
と
先
行
研
究

　

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
建
立
さ
れ
た
龍
安
寺
の
方
丈
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九

八
）
に
焼
失
し
、
現
在
の
方
丈
は
塔
頭
の
西
源
院
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で

取
り
上
げ
る
旧
龍
安
寺
方
丈
障
壁
画
と
は
、
こ
の
西
源
院
に
嵌
ま
っ
て
い
た
障
壁
画
で

あ
り
、
そ
の
建
立
年
次
は
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
で
あ
っ
た
。
本
障
壁
画
は
日
清

戦
争
の
頃
に
東
本
願
寺
へ
売
却
さ
れ
、
さ
ら
に
流
出
し
た
も
の
を
九
州
の
伊
藤
伝
右
衛

門
氏
が
購
入
し
、
そ
の
邸
宅
に
嵌
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
再
び
流
出
し
、

現
在
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
が
「
琴
棋
書
画
図
」
東
側
四
面
お
よ
び
「
群
仙
図
」

西
側
四
面
、
シ
ア
ト
ル
美
術
館
が
「
琴
棋
書
画
図
」
北
側
四
面
、
龍
安
寺
が
「
琴
棋
書

画
図
」
西
側
板
戸
貼
付
二
面
、「
群
仙
図
」
北
側
四
面
、
そ
し
て
個
人
が
「
芭
蕉
図
」

九
面
を
収
蔵
し
て
い
る
。

　

一
九
三
四
年
、
伊
藤
氏
が
本
障
壁
画
の
ほ
と
ん
ど
を
所
持
し
て
い
た
時
に
、
土
田
杏

村
氏
が
『
東
洋
美
術
』
に
寄
稿
さ
れ
た
「
大
阪
城
内
展
観
伊
藤
氏
蔵
襖
に
つ
い
て
」
で

は
、
本
作
の
筆
者
と
制
作
年
に
つ
い
て
、
永
徳
と
関
係
の
近
い
人
物
が
永
徳
活
躍
期
と

そ
う
離
れ
て
い
な
い
時
期
に
制
作
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
再
び
行
方
不

明
に
な
っ
た
本
作
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
と
、
大
西
廣
氏
に
よ
っ

て
大
規
模
な
修
理
調
査
と
共
に
、
そ
の
作
者
と
制
作
年
代
が
検
討
さ
れ
た
。
大
西
氏
は
、

本
障
壁
画
が
嵌
め
ら
れ
て
い
た
西
源
院
の
建
立
年
次
を
そ
の
制
作
年
と
し
、
そ
の
作
者

は
同
時
期
に
活
躍
し
た
狩
野
孝
信
（
一
五
七
一
〜
一
六
一
八
）
周
辺
の
人
物
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
障
壁
画
に
は
後
世
の
補
筆
が
全
面
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ
て
お

り
、
筆
者
に
関
し
て
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

二
、
海
北
家
襲
蔵
粉
本
資
料
の
検
討

　

筆
者
は
海
北
家
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
五
四
〇
点
以
上
の
粉
本
を
調
査
し
た
際
、
旧
龍

海
北
友
松
の
初
期
様
式
に
つ
い
て

│
│
旧
龍
安
寺
方
丈
障
壁
画
の
筆
者
に
関
す
る
考
察
│
│

由
　
良
　
　
　
濯
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安
寺
方
丈
障
壁
画
の
模
本
が
九
点
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
ら
の
内
、

板
戸
貼
付
一
面
全
体
の
模
写
が
五
点
（
五
面
分
）、
襖
の
部
分
を
模
写
し
た
も
の
が
四

点
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
原
本
が
行
方
不
明
の
画
面
を
含
ん
で
お
り
、
本
障
壁
画
を
検

討
す
る
上
で
、
詳
細
な
図
様
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
特
に
、
伊

藤
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
時
に
既
に
行
方
不
明
で
あ
っ
た
板
戸
貼
付
一
面
の
模
本
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
模
本
は
、
他
の
板
戸
貼
付
け
の
模
本
五
点
と
同
じ

筆
に
よ
る
と
み
ら
れ
、
ま
た
画
面
を
つ
な
げ
た
際
の
整
合
性
も
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
行

方
不
明
の
画
面
の
写
し
と
考
え
て
よ
い
。

　

こ
れ
ら
の
模
本
と
原
本
を
比
べ
る
と
、
人
物
の
面
貌
表
現
な
ど
は
大
き
く
加
筆
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
衣
文
線
が
変
更
さ
れ
る
よ
う
な
大
幅
な
改
変
は
認
め
ら
れ
な
い
。
つ

ま
り
、
原
本
の
大
ま
か
な
形
は
当
初
か
ら
変
え
る
こ
と
な
く
、
描
き
起
こ
し
な
ど
の
補

筆
が
施
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
原
本
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
人
物
の
面
貌
が

永
徳
様
式
に
近
い
こ
と
は
、
本
障
壁
画
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、

実
際
に
狩
野
派
な
い
し
永
徳
の
作
品
と
ど
の
程
度
の
近
似
関
係
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う

か
。

三
、
旧
龍
安
寺
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
派
作
品
の
比
較

　

旧
龍
安
寺
方
丈
障
壁
画
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
狩
野
永
徳
に
よ
る
南

禅
寺
方
丈
障
壁
画
に
描
か
れ
た
人
物
や
聚
光
院
方
丈
障
壁
画
「
琴
棋
書
画
図
」
の
岩
皴

で
あ
る
。
南
禅
寺
方
丈
障
壁
画
は
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
に
制
作
さ
れ
、
人
物
の

図
様
が
本
障
壁
画
と
同
一
粉
本
に
基
づ
く
も
の
を
含
む
点
は
、
本
作
の
筆
者
と
制
作
年

を
検
討
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
作
に
描
か
れ
た
人
物
の
衣
文
線
や
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
が
南
禅
寺
本
と
共
通
し
て
い
る
一
方
で
、
人
物
の
肩
回
り
に
膨
ら
み
を
持

た
せ
る
表
現
は
本
作
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。

　

十
七
世
紀
初
頭
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
性
海
寺
（
稲
沢
市
）
蔵
「
唐
人
物
図

屛
風
」
に
は
、
南
禅
寺
方
丈
障
壁
画
と
同
一
粉
本
を
用
い
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
姿
勢
や
ポ
ー
ズ
に
共
通
性
は
あ
る
も
の
の
、
衣
文
線
や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る

ま
で
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
南
禅
寺
本
と
近
似
し
た
形
態
感
覚

に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
本
障
壁
画
は
、
他
の
狩
野
派
作
品
に
比
べ
て
直
接
的
に
永
徳

か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。

四
、
友
松
初
期
作
品
の
検
討

　

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
友
松
の
最
も
早
い
画
業
は
、
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
に

制
作
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
の
詞
書
に
見
出
せ
る
。
絵
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
こ

の
源
氏
絵
を
描
い
た
の
が
友
松
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
友
松
の
初
期
作
品
は
蓮
台
寺
蔵

「
菊
慈
童
図
屛
風
」、
個
人
蔵
「
山
水
図
屛
風
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
友
松
の
作
品

で
制
作
年
の
判
明
し
て
い
る
建
仁
寺
方
丈
障
壁
画
と
こ
れ
ら
の
初
期
作
品
を
比
較
す
る

と
、
樹
木
や
人
物
、
画
面
構
成
に
お
い
て
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
樹
木
の
枝

先
が
跳
ね
上
が
る
点
や
、
稲
妻
型
に
屈
曲
す
る
枝
と
そ
の
屈
曲
点
で
反
対
方
向
に
も
枝

を
伸
ば
す
形
態
、
人
物
の
肩
か
ら
背
中
に
丸
み
を
持
た
せ
て
描
く
点
、
そ
し
て
平
面
的

で
余
白
の
多
い
画
面
構
成
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
旧
龍
安
寺
方
丈
障
壁
画
に
も
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
琴
棋

書
画
図
」
左
端
一
面
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
に
描
か
れ
た
松
は
、
個
人
蔵
「
山

水
図
屛
風
」
左
隻
中
央
の
松
と
一
致
し
、
同
「
琴
棋
書
画
図
」
左
か
ら
三
枚
目
に
描
か

れ
た
緑
の
衣
を
着
た
童
子
は
、
蓮
台
寺
蔵
「
菊
慈
童
図
屛
風
」
と
同
様
に
丸
み
を
帯
び

た
姿
態
で
描
か
れ
る
。
画
面
構
成
に
お
い
て
、「
琴
棋
書
画
図
」（
シ
ア
ト
ル
美
術
館
）

の
水
辺
に
描
か
れ
た
丸
い
舞
台
型
の
台
地
と
余
白
を
組
み
合
わ
せ
た
構
図
は
、
個
人
蔵

「
山
水
図
屛
風
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
友
松
の
初
期
画
風
と
の
一
致

を
見
せ
る
本
障
壁
画
は
、
友
松
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
本
作
に
は

狩
野
派
か
ら
の
影
響
が
色
濃
く
残
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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五
、
制
作
年
の
検
討

　

旧
龍
安
寺
方
丈
障
壁
画
は
友
松
初
期
作
品
に
比
べ
て
、
先
述
の
通
り
狩
野
永
徳
か
ら

の
影
響
が
強
く
残
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
作
の
制
作
年
が
、
友
松
初
期
作
品
の

中
で
も
特
に
早
い
作
例
で
あ
り
、
南
禅
寺
方
丈
障
壁
画
と
の
近
似
関
係
か
ら
南
禅
寺
本

に
近
い
天
正
末
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
お
け
る
本
作
の
制
作
年
は
、
本
作

が
嵌
め
ら
れ
て
い
た
西
源
院
の
建
立
年
次
で
あ
る
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
龍
安
寺
に
関
す
る
資
料
を
ま
と
め
た
『
大
雲
山
誌
稿
』
に
集
録
さ

れ
た
諸
史
料
に
よ
れ
ば
、
西
源
院
の
建
設
は
急
遽
行
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
施
工
期
間

は
三
か
月
余
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
建
設
を
主
導
し
た
の
は
織
田
信
長
の
弟

で
あ
る
信
包
で
あ
り
、
信
包
は
娘
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
西
源
院
の
再
興
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
建
設
に
か
か
る
期
間
の
短
さ
と
私
的
な
性
格
の
強
い
事
業
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
襖
絵
を
含
め
た
建
築
全
て
が
慶
長
十
一
年
に
新
造
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
さ
ら
に
、
金
碧
障
壁
画
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
格
を
持
っ
た
大

規
模
建
築
か
ら
襖
絵
が
移
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
旧
龍
安
寺
方
丈
障
壁
画
の
作
者
は
海
北
友
松
と
考
え
ら
れ
る
。
本

障
壁
画
が
狩
野
派
の
人
物
の
描
き
方
に
依
拠
し
て
い
な
が
ら
、
細
部
手
法
に
友
松
の
特

徴
が
現
れ
て
い
る
こ
と
は
、
友
松
の
初
期
画
業
が
狩
野
派
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。


